
　
　
　

◆
令
和
２
年

　

令
和
２
年
の
新
年
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活
気
と
希

望
に
あ
ふ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
な
が
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
せ
ん
か
。
当
館
の
新
年
は
「
第
64
回
南
魚
沼

郡
市
児
童
生
徒
美
術
展
」
で
幕
開
け
で
す
。
南
魚
沼

市
と
湯
沢
町
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
約
５
０
０
点
を

展
示
し
ま
す
。
１
月
６
日
〜
21
日
の
期
間
中
は
入
館

無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
知
人
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　

新
年
第
２
弾
は
、
年
々
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
る

「
魚
沼
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
展
」
で
す
。
今
年
で
９
回

目
を
む
か
え
る
こ
の
企
画
は
、
魚
沼
地
域
の
写
真
を

撮
り
続
け
る
県
内
外
の
写
真
家
45
人
の
渾
身
の
ベ
ス

ト
シ
ョ
ッ
ト
を
展
示
し
ま
す
。
今
回
は
特
別
出
展
と

し
て
、
高
校
写
真
部
２
校
の
生
徒
21
名
の
写
真
も
展

示
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
約
１
２
０
点
の
魚
沼
の
す
ば

ら
し
い
風
景
、
風
物
、
風
習
な
ど
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。
１
月
25
日
〜
３
月
２
日
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

初
日
の
25
日
に
は
解
説
会
、
２
月
２
日
に
は
初
心
者

向
け
写
真
教
室
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
西
英
孝
）

◆
冬
は
美
術
館
で
楽
し
も
う
！

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
は

私
も
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
企
画
、「
雪
見
展
」

と
「
一
箱
古
本
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

雪
見
展
は
２
日
間
で
２
０
０
０
人
以
上
が
参
加
、

今
年
も
ク
ラ
フ
ト
品
や
手
作
り
雑
貨
の
販
売
の
ほ
か
、

グ
ル
メ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
雪
見
展
を
楽
し
む
に
は
、
な

ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
さ
て
、
新
年
一
月
か
ら
始
ま
る
二
つ
の

文
化
講
座
を
ご
案
内
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
「
暮
ら
し
の
書　

美
文
字
講
座
」
に
な
り

ま
す
。
こ
ち
ら
の
講
座
は
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
定
員
に
達
し
て
し
ま
い
ま
し
た
！　

新
年
度

も
新
し
い
講
座
を
企
画
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
期
待

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
毎
月
第
４
水
曜
日
午
後
２
時
か
ら

開
催
さ
れ
る
「
写
真
講
座
」
で
す
。
講
師
は
写
真

家
、
そ
し
て
イ
ケ
ビ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ

で
も
あ
る
田
辺
千
勝
氏
。
趣
味
で
写
真
を
や
っ
て
い

て
、
展
覧
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
し
て
み
た
い
け

ど
、
や
り
方
が
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
初
心
者
に
向

け
て
、
作
品
制
作
の
コ
ツ
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
い
た

し
ま
す
。
全
３
回
の
講
座
で
参
加
費
は
３
０
０
０
円

で
す
。
定
員
10
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
予

約
は
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

◆
２
年
ぶ
り
の
錯
覚
展

　

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
か
ら
要
望
の

多
か
っ
た
錯
覚
展
を
２
年
ぶ
り
に
特
別
展
示
し
ま

す
。
前
回
の
展
覧
会
以
降
、
制
作
者
の
杉
原
厚
吉
先

生
は
矢
継
ぎ
早
に
新
作
を
発
表
。
テ
レ
ビ
番
組
に
も

多
数
出
演
し
、
錯
視
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
世
界

的
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
鏡
に
映
す
と
、
高
さ
が
反

転
す
る
立
体
、
６
方
向
か
ら
見
た
と
き
６
種
類
の
異

な
る
姿
が
見
え
て
く
る
立
体
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
が
サ

ッ
ク
ス
奏
者
に
変
身
す
る
立
体
な
ど
、
新
作
が
並
び

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
渦
巻
き
玉
乗
り
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
編

隊
飛
行
な
ど
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
も
展
示
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
画

像
も
上
映
し
ま
す
。
摩
訶
不
思
議
な
錯
覚
世
界
に
触

れ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
八
海
山
麓
ス
キ
ー
場
で
３
月
１
日
、
４
回

目
と
な
る
「
錯
覚
す
べ
り
台
」
を
披
露
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
と
は
形
を
一
変
す
る
の
で
、
ど
ん
な
姿
で
登

場
す
る
か
は
、
作
る
の
は
大
変
で
す
が
、
当
日
ま
で

の
お
楽
し
み
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
良
一
）

る
べ
く
開
館
直
後
に
来
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
お
昼
ご
ろ
に
な
る
と
混
雑
し
、
お
店
を
ゆ
っ
く

り
見
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
11
時
頃
ま
で
な
ら
比

較
的
空
い
て
い
て
、
商
品
も
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
お

勧
め
で
す
。

　

一
箱
古
本
市
は
、
本
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
私
は
以
前
の
古
本
市
で
、
洲
之
内
徹
の

単
行
本
『
帰
り
た
い
風
景
』
を
購
入
し
ま
し
た
。
表

紙
に
味
が
あ
り
ま
す
。
き
っ
と
出
展
者
も
美
術
館
に

相
応
し
い
本
と
し
て
選
ん
で
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
と
て
も
良
い
美
術
エ
ッ
セ
イ
で
し
た
。
こ
う
い

う
出
会
い
が
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

日
程
等
の
詳
細
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
田
か
お
り
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

◆
新
春
の
演
奏
会

　

音
楽
好
き
の
集
ま
り
「
池
田
音
楽
ク
ラ
ブ
」
は
平

成
23
年
10
月
１
日
に
発
足
し
、
９
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
会
員
も
３
０
０
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
今
年
も

池
田
音
楽
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
演
奏
す
る
無
料
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
年
最
初
の
「
音
を
楽
し
む
集
い
」
は
、
１
月

19
日
の
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー
の
演
奏
会
で

す
。
26
日
に
は
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
２
月
23
日
の
天
皇
誕
生
日
に
は
、
３
人

の
演
奏
家
に
よ
る
「W

inter Concert 

」
を
開
催

し
ま
す
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
演
奏
す
る
吉
田
真
紀
さ

ん
は
国
内
外
で
活
躍
し
、
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
員
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
田
愛
さ
ん
の
チ
ェ
ロ

と
、
荒
澤
里
咲
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
お
届
け
し
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
聞
き
覚
え
の
あ
る

曲
も
演
奏
予
定
で
す
。
入
場
無
料
で
す
。
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
か
ら
の
雪
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
３
人
の
プ
ロ

の
演
奏
者
が
奏
で
る
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
良
子
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

◆
イ
ケ
ビ
の
文
化
講
座

　

昨
年
中
は
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

謹賀新年

池田記念美術館職員一同

旧年中は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

新しい年が希望に満ちた一年になりますよう

心よりお祈り申し上げます。
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年
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池田記念美術館　展覧会・イベント情報

池田記念美術館　南魚沼市浦佐５４９３－３　（八色の森公園内）
ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００　（入館受付は１６：３０まで）　　
【入 館 料】 一般　５００円　　高校生以下無料          
【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

【 1 月の休館日 】
年末年始休館日（5 日まで）
※水曜日（8 日、15 日、22 日、29 日）
※ 1 月 23 日（木）、24 日（金）は展示替えのため休館

■第 64 回 南魚沼郡市児童生徒美術展
◎ 1 階企画展示室・多目的ホール　◎期間：1 月 6 日（月）～ 1 月 21 日（火）　入館無料

南魚沼市及び湯沢町の児童生徒の作品（絵画・デザイン・版画・立体）約 500 点と教職員の
作品を展示します。期間中は入館無料です。

【関連イベント】
■作品鑑賞会　1 月 18 日（土）10：00 ～ 10：45　講師：上関小学校校長・青木善治氏

■一箱古本市
◎エントランスホール　◎期間：1 月 9 日（木）～ 21 日（火）　入館無料

店主が一人一箱のワイン箱で古本を販売。それぞれの店主が選んだ個性豊かな本が並びます。

■雪見展
◎エントランスホールほか　◎期間：1 月 12 日（日）～ 13 日（月・祝）　入館無料

手仕事の作品と美味しいものがイケビに大集合！　クラフト・雑貨の販売、パン・たこ焼き・
カレーなどの飲食販売のほか、イヤリングやバッジなどのワークショップコーナー、リラク
ゼーションコーナーもあります。12 日は 9：00 ～ 17：00、13 日は 9：00 ～ 16：00 まで

■魚沼ベストショット展 PartⅨ
◎ 1 階企画展示室・多目的ホール　◎期間：1 月 25 日（土）～ 3 月 2 日（月）

美しい風景の宝庫・魚沼に魅せられた写真家が自慢のベストショットを発表します。
県展・市展などの入選者の作品も多く、年々レベルアップ。今年で 9 回目の開催です。

【関連イベント】
■出展者による作品解説会　※参加者は入館料が必要となります。
1 月 25 日（土）15：00 ～ 16：00　講師：出展者

■初心者向け写真教室
2 月 2 日（日）10：00 ～ 15：00　
※参加費無料、デジタルカメラ・昼食は各自持参、要申込

■錯覚展 2020 −杉原教授の不思議な世界−
◎ 2 階展示室Ⅰ　◎期間：1 月 25 日（土）～ 4 月 6 日（月）

子どもから大人まで大好評だった「錯覚展」が 2 年ぶりに帰ってきました。東大
名誉教授、明治大学研究特別教授で、ベスト錯覚コンテストで 3 回優勝した錯視
研究の第一人者、杉原厚吉先生が制作した作品を新作を含め多数紹介します。

【関連イベント】
■ 4 回目となる「雪の錯覚すべり台」を八海山麓スキー場で披露します！
八海山麓スキー場ホワイトカーニバルで巨大な「雪の錯覚すべり台」を今年も大公開。4 回
目の今回は新しい形に挑戦します。どんな形のすべり台になるか、当日までのお楽しみ！
八海山麓スキー場ホワイトカーニバル
期日：2020 年 3 月 1 日（日）予定
問合せ先：八海山麓スキー場　TEL 025-779-3103

■ BBM スポーツカードショー 2020　冬の陣
◎ 2 月 1 日（土）11：00 ～　新年恒例の最新スポーツカードの販売、交換会です。

■ニットけあ帽子 Cafe
◎ 2 月 8 日（土）10：00 ～ 15：00　参加費 500 円（材料費・入館料込み）　講師：穴沢孝久氏

抗がん剤などの副作用による脱毛や皮膚炎に悩む患者さんのためにニットの帽子を作ります。

池田音楽クラブ

1月の「音を楽しむ集い」

月例音楽会
1月 19 日（日）11 時 30 分〜

フォークソングの日
1月 26 日（日）14 時〜

写真講座
全 3回（毎月第 4水曜日）
① 1/22　② 2/26　③ 3/25

14：00 〜 15：30

展覧会やコンテストに出品する
方法、作品作りなど懇切指導。　

　　講　師：田辺千勝氏
　　参加費：3,000 円
　　定　員：10 名（要予約）

池田記念美術館 
年間パスポート募集中 　

3,000 円　
特典多数用意しました。


